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保護者の皆様 

子ども家庭部保育課長 

 

新型コロナウイルス感染者数急増に伴う保育施設利用に際してのお願い 

（令和４年１月 21 日） 

 

新型コロナウイルス感染症対策に対する保育施設の対応へのご理解とご協力をいただきあ

りがとうございます。 

都内では年明け以降、感染者が急増しており、区内の保育施設においても園児・職員の感染

が大幅に増え、臨時休園等を余儀なくされている施設も増加しています。 

これまで、保育施設では様々な対策を講じ、感染拡大防止に努めてきましたが、感染力が非

常に強いオミクロン株の影響等を受け、一層の対策強化が求められています。このため、今後

も保育施設の運営を継続するためには、これまで以上に保護者の皆様のご協力が不可欠です。 

この度、これまで保護者様にお伝えしてきた保育園生活でご注意いただきたいことを改めて

お伝えするとともに、一部変更した内容もございますので、下記内容をご確認いただき、今後

も感染拡大防止に向けて、何卒ご協力をお願いいたします。 

なお、今後の感染状況等によっては変更する場合があり、その際にはその都度お知らせして

まいります。 

 

記 

１ 保育施設運営の考え方  

保育施設は、就労等の理由により保育を必要とする方に必要な保育を提供する施設である

ことや、現時点では国も都も、一昨年の緊急事態宣言発令時のように社会経済活動を幅広く

止めるという考えには立っていないことから、原則として開所しています。 

ただし、施設内で園児・職員が感染し、感染者が増加した場合や、濃厚接触者が多数特定

された場合、あるいは濃厚接触者が特定できない状況等の理由により施設の運営が困難な場

合は、一定期間、クラスの全部又は一部を臨時休園したり、健康観察期間中の登園停止をお

願いする場合があります（ケースによっては１０日間程度休園又は登園停止をする可能性が

あります）。この場合は、欠席日数分の保育料を手続不要にて減額します。 

 

２ 登園に当たって 

【お子さんについて】 

・ 登園後に発熱が確認されるケースが増えています。毎朝の検温は必ずお願いします。 

・ 発熱や咳等の症状がある場合は、登園を控え、自宅で休養を取り、体調が回復してから

登園してください。また、原則として解熱後 24 時間以上が経過し、呼吸器症状が改善傾

向となるまでは、登園はお控えください（万一、そのような状態で登園させ、その後に「陽

性」が判明した場合、発症日の２日前に遡って濃厚接触者の特定を行うこととなり、その

結果、臨時休園となる場合があります）。 

・ お子さんの体調に変化がある場合は、連絡ノート等に記載するだけではなく、必ず口頭

で施設の職員にお伝えください。また、緊急の連絡をする場合がありますので、勤務先の

職場を離れる日や在宅勤務の日は在園の施設に連絡先をお伝えください。 

・ 保育施設からの通知に備えて、保育施設との連絡方法を確認してください。また、施設

から緊急の連絡をする場合がありますので、勤務先の職場を離れる日や在宅勤務の日は在

園の施設に連絡先をお伝えください。 

・ 同居のご家族が感染の疑いがあり PCR 検査を受けた（受ける）場合で、以下のいずれか

のケースに該当する場合は、その方の検査結果が確認されるまでは、絶対にお子さんの登



 

園は控えてください。 

①  検査を受けた（受ける）方に発熱等の症状がある（あった）場合※ 

②  検査を受けた（受ける）方に発熱等の症状がない場合でも、検査結果が出るまでの間

にお子さんに発熱等の症状がある（あった）場合※ 

※検査結果が出るまでの間に、検査を受けた方又はお子さんが解熱した場合を含みます。 

※①②に該当する場合で、同居のご家族が検査を受けた日から、検査結果が出るまでの間

に欠席したときは、登園停止の要請に当たるため、欠席日数分の保育料を手続不要にて

減額します。 

【保護者様について】 

・ 送迎の際には、必ずマスクを着用し、施設内に入る時は玄関等に置いてある手指の消毒

を行ってください。 

・ 咳や発熱等の症状がある方や、感染の疑いがあり PCR 検査を受診している方は、絶対に

送迎を行わないでください。また、PCR 検査を受けるためにお子さんを施設に預けるこ

とも絶対に行わないでください。 

・ 同居のご家族の職場で感染が発生した場合などで、ご家族の方が濃厚接触者となった場

合、ＰＣＲ検査の結果が「陰性」であっても健康観察の対象になることがあります。この

場合の送迎は健康観察の対象になっていないご家族の方にお願いしてください。 

これまで、保護者の方に陽性が判明した場合でも、保育園を休園せずに運営を継続で

きた事例の多くは、送迎時にマスクを着用し、園内での滞在が短時間だったことや、感

染可能な期間（発症日の２日前から）に送迎を行っていなかったこと等で、園内に濃厚

接触者の特定がされなかったことによります。 

・ 同居のご家族に新型コロナウイルス感染症の疑いがある方や、PCR 検査の対象になった

方がいた場合は、速やかに施設の職員にお知らせいただき、検査結果が分かった場合もお

伝えください。 

 

３ 感染が判明した場合 

・ ご家庭内や施設内で感染が判明し、お子さんが濃厚接触者と特定された場合には、その

お子さんは原則として感染者と最後に接触した日の翌日から 10 日間は自宅での健康観察

期間になるため登園することはできません。 

・ 施設内で園児や職員に感染が判明した場合は、保健所が施設内の調査を行います。その

際、感染可能な期間である発症日から２日間遡って濃厚接触者等の特定を行います。調査

の結果によっては施設の全部又は一部を休園にする場合があります。 

・ お子さんに感染が判明し全部又は一部休園となった場合、一緒にいた多くの子ども達も

健康観察の対象となることがあるため、他の保育施設等での代替保育はできません。 

 

４ 感染された方へのご理解とご配慮のお願い 

  園児、保護者、施設の職員に感染が判明した場合、施設から在園の保護者の方宛に通知し

ますが、氏名、年齢、性別、クラス名等のほか、複数の情報によって個人が特定される情報

を含めて公表しておりません。 

感染者は、身体的な症状により辛い療養生活を経験している場合もあります。加えて、感

染したという事実が精神的な負担となります。自ら非がなく感染した方とご家族のお気持ち

を十分にご理解いただき、感染者が、差別や偏見、誹謗中傷等を受けることが無いよう、ま

た、知り得た情報を外部へ発信することが無いよう、最大限のご配慮をお願いいたします。 

 

５ むすびに 

  新型コロナウイルスの感染拡大が今までの生活様式に様々な影響を及ぼし、保護者の方の

就労形態も様々な変化がありました。同時に、保育施設の生活にも大きな影響があり、各施



 

設ではこの間、様々な対応を進めてきたところですが、一方でこうした社会の急激な変化に

対し「保育園の考え方が変わっていない」とのお声もいただいています。 

保育施設は保護者の方の置かれた状況や変化を考慮し、寄り添い、適切に対応を図る必要

があると認識しています。しかし、コロナ禍前も、現在も、保育施設は何よりも子どもたち

のことを第一に考え丁寧に保育をしています。そのため、あえて時代の変化についていかな

いこともあります。大人の生活の中に子どもの時間をすべて巻き込んでいくのではなく、時

代の変化を捉えながらも子どもの１日、１年そして卒園までの最長６年間をかけがえのない

時間と捉え、子どもの視点を常に持ってこれからも保育を継続していきたいと考えています。 

  この先、感染症の流行の波がどのような形で私たちの生活の中に入り込んでくるのかわか

りませんが、以前に戻るのではなく、コロナ禍を経て保育をより良いものにし、子どもたち

が保育園生活を振り返った時に「楽しかった」と笑顔で話せるよう、そして、どんな環境で

あってもその時代を生きている子どもたちに良い経験を与えられるよう、努めていきます。 

  今後も感染拡大防止を徹底しつつ、子どもたちのために奮闘する各保育施設の取組に、ど

うかご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。 


